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平成 4 年度秋季研究発表会ル ボ

平成4 年度の秋季研究発表会が 9 月 9 日， 10 日

の両日に新宿の高層ビル街にそびえ立つ工学院

大学にて開催された.発表件数は，招待発表 5 件

一般発表 128 件であった.参加者は，研究発表会

408 名で過去最高の参加者数となった. 以下研究

発表会，懇親会，見学会について報告する.

I. 研究発表会 特別開演

第 1 日目の持別講演は，開催場所でもある工学

院大学の南氏が「画像処理技術の現状と将来展望J

という題目で講演された.筆者は，画像処理につ

いては全くの素人であり，事前にアブストラクト

集を読んだ限りでは，なにやら難しそうな jargonが並ん

でおり時間も聞くのは辛そうだなと思っていたが，

L 、ざ講演が始まると具体的な説明，人を引き込む熟練し

た話術，美しい画像を駆使されて，まさに 1 時間があっ

という聞であった.特に，デジタノレ画像を情報として扱

うことによって，ぼやけた画像が鮮明になってL 、く過程

を見ると，工学が現実問題の解決に使われることはなん

て美しいのだろうと感動するとともに，理論だけのOR

ではなく，役に立つORの必要性がひしひしと感じられ

た.また，指紋，顔の画像による個人識別のお話しは，

パターンマッチングや Learningの理論，または計算幾

何学との結び、つきを思わせるものであり， ORの分野の

研究としても将来的に面白いと感じられた.

2 日目は，国立環境研究所の市川氏が「地球環境問題

とその研究」という題目で講演をされた.地球環境問題

は最近TVでしばしばとりあげられており， TVでくり

かえし放映されているような地球の危機(お'よびゴミを

捨てるなキャンベーン)の話を聞くのか，と思いながら

特別講演会場に足を運んだが，初日と同様に予想をくつ

がえすショッキングなお話しを聞くことになった.市川

氏は， TVの視聴率取りに使われるキャンベーンとは全

く違う立場 (Scientist の立場)で，環境問題の舞台裏

についてのお話しをされたのだ.特に， r地球は健康であ

り，絶滅をすることはなし、」という氏の主張(というよ
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特別講演(南先生)

り舞台裏の報告)は，たしかにTVでは放映できないこ

とであり，あらためて，その道のプ戸(=研究者)のお

話しを聞くことのできる有り難さを感じた.また，地球

をモデル対象としたスケールの大きな研究についての現

状を聞くことは，ふだん，細かな計算に明け暮れる筆者

のようなOR ワーカーにとって，大きな視点にたって応

用を考えるよい機会になった.

総括すると，特別講演は 1 日目 2 日目ともにエキサ

イティングな話に，大入り満員の会場全体が筆者と同様

の感銘を受けたようであり， クラシックコンサートの後

のように盛大な拍子がなかなか鳴りやまなかった.分野

によらず，根のある(流行にとらわれなL 、) Scienceは，

同じ Scienceを志すものには何かしらの共振を引き起こ

すものであると感じられた.

特別セッション ORの再挑戦

今回は rORの再挑戦J という特別テーマとして，ア

ーパンライフ， OR ストーリー， A 1 と OR，みんなで

やろう OR，マーケティングの 5 つのセッションが設け

られた.

第 I のセッション「アーバンライフ」 は東京ガスの佐

藤氏のオーガナイズで 2 つの研究発表および佐藤氏みず

からによるアーパンライフにおける ORの役割に対する

総括が行なわれた.最初は，東京ガスの橘田氏が「子ど
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ものいる共働きの暮らしについての調査j という題目で

お話しをされた.橘田氏の講演はスライドを使ったわか

りやすいお話しで，他のセッションでときどき見受ける

読みづらいOHPに慣れたわれわれには新鮮で，提示の

仕方も合わせて大変勉強になった.

ついでライフデザイン研究所の斉藤氏が「ネットワー

ク活動の現状」という題目でお話しをされた.斉藤氏の

講演も身近な現象に関する調査および分析に関する発表

で，ふだん，多忙な研究活動(?)に追われ，近所付き

合いもおろそかにしている筆者にとっては，耳が痛いの

と同時に非常に印象深い講演であった.

最後に佐藤氏が「アーバンライフへのORの挑戦J と

いう題目で取りまとめの講演を 5 分くらい行なった.お

しむらくは，時間が不足したため佐藤氏のお話しのすべ

てを聞くことができなかった.またの機会に今回お話し

できなかった分をお聞かせ願えれば幸いである.ちなみ

に，佐藤氏の発表も，橘田氏と同じくスライドを使って

おり，大変見やすかったことが印象に残った.

午前の後半のセッション IOR ストーリーj では，文

教大学の真鍋氏のオーガナイズによって 2 つの発表が

なされた.まず，三菱石油の高井氏が「企業内OR活動

の分類にもとづく ORストーリー展開の提案」という題

目でお話しをされた.

高井氏は， OR広報研究部会がORの実施を推進する

ための手11債として提案している rOR ストーリー J につ

いて，具体例を交えてお話しされた.特に，企業内での

実施例を整理することにより， ORの利用がさらに推進

されるという内容は， ORの実務への定着および普及を

願う OR学会の全会員に対する重要な示唆であると感じ

られた.

次に，日本総合研究所の館氏が[具体例から見たOR

ストーリー展開」という題目でお話しをされた.館氏

も，高井氏に続いてORストーリーが企業内でどのよう

に用いられている(また用いられるべき)かについて具

体例をあげてお話しをされた.

午後のセッションで、は，電力中央研究所の坂内氏のオ

ーガナイズによる rA 1 と ORJ のセッションが開かれ

た.まず第 l の発表として，電力中央研究所の宇佐川氏

が「情報システムにおける OR と A 1 J という題目でお

話しをされた.

宇佐川氏も，高井氏，館氏と同様にORストーリーに

ついてお話しされると同時にAI ストーリー， QC スト

ーリー，情報システムストーリーとの相互比較を行なっ
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た.特に， OR学会は毎年増加はしているものの他学会

に比べ会員数が少なし今後一層の増加をみるためには，

さらなる ORの普及が必要であり，数学的知識をやさし

く実務家に解説することが重要であると述べられた.(今

回の研究発表会からチュートリアル形式のやさしい講演

が実施されたが，これがORの普及のための牽引車にな

ることが期待される.また，やさしくかっ正しい知識の

普及が大事であると筆者は感じている)

次に，茨城大学の奈良氏が「エキスパートシステムと

OR手法の融合による問題解決への接近法j という題目

でお話しされた.

奈良氏は，はじめに OR と AI の融合の方法につい

ての分類を行ない，次に火力発電機補修計画への応用に

ついてお話しをされた.奈良氏の構築されたエキスパ

ートシステムを組み込んだ最適化の解法は， Simulated 

Annealing 法をもとにして作られた近似解法に比べて，

多少悪い解を算出するが，計算時聞は短いことが報告さ

れた.奈良氏は 2 日目の最終セッションでも近畿大学

の桑原氏との共同研究で「遺伝アルゴリズムの大規模組

合せ最適化への適用J という題目で発表をなさっている

が Annealing や遺伝アルゴリズムより， さらにAI

的な香りをもっ Tabu Search についての話がなかった

のが残念であった.おそらく，時間の都合で割愛された

のであろうが，機会があればまたお話しを聞きたいもの

である.

次に，花王の関根氏による「多目的最適化問題の協調

的解法J についての講演があった.関根氏は人と計算機

との協調的解法によるスケジューリング問題の解法につ

いてお話しをされた.関根氏が提示されたように，どん

な優れた解法でも実際問題への適用の最終形は Interｭ

active なシステムである必要があり，そのことがORの

手法をより使えるものに変えることが多い.このような

成功事例がこれからもどんどん増えることを期待する.

1 日 ~I の最後に筑波大学の寺野氏が rA 1 と OR: そ

の共通点，類似点，相違点J とし、う題目で講演された.

寺野氏l;t，問題解決技法としての OR と AI 比較につい

てのお話しをされた.また，ホップフィールド型のニュー

ラルネットや遺伝アルゴリズムが巡回セールスマン問題

などの難しいクラスに属する解法に適用できることを示

された.ホップフィールドの原論文に対する批判も最近

では数多く出ており，これらの解法が，‘適用できる'と

いうことと‘効率的な解法である'ということは全く別

の次元であり，解法の精度について正しい(フェアな)
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数値実験が行なわれることをAI の研究者に強く望みた

い.さらに，寺野氏は初期の導入時にOR担当者がAI

担当者に比べてシステム利用者に対して不親切であった

ことが，日本における ORが普及しにくい原因であると

いった内容のお話しをされ，今後のORの普及のために

大変勉強になった.

全体をまとめると AI と ORの講演会場では，会場に

訪れた方も多く，この話題に関する関心の高さを反映し

ていたように思えた.最後の質疑応答時間では，活発な

やりとりが交わされたが，その中で神奈川大学の大前氏

等のご指摘にもあったように， A 1 を専門にされている

方々がORを狭い意味にとらえて解釈しているという意

見が出た.また，それぞれの立場の人々がそれぞれ各人

の定義を用いて議論を行なったため，議論がかみ合わな

かった面もあったように思えた.

本会場には，招待講演で待ち行列理論についての大変

エキサイティングなお話しをされた北海道大学の木村氏

もいらっしゃったようで，木村氏は講演の初めに， OR

と AI のセッションでは待ち行列の‘ま'の字も出なか

ったと嘆いておられた.筆者も同様で， ORはLP など

の数理計画技法だけで，スケジューリングや配送で用い

るヒューリスティックはAI 的な解法であるというお話

しが出ると少々寂しく感じられた. A 1 ワーカーのいう

ところの rORでは解けない問題に対する AI 的な解決

方法J の多くは， 20-30年くらい前にORの分野で開発

されたものが多く，今回から始まった「やさしいチュー

トリアルJ を今後もさらに増強する必要があるように感

じられた.

金融

大会 1 日目， F会場では金融 (1)(2) (3) のセッションが

行なわれた.最近の研究発表会では，毎回，ファイナン

ス関係のセッションが設けられている.このようにファ

イナンスがORのー領域として定着しつつあると感じら

れた.

さて，発表であるが，初めの 2 件はともに東北大の大

西氏らによるもので，r 2 資産ポートフォリオ選択問題に
おける投資家の危険回避性の影響についてJ と「ポート

フォリオ選択問題における資産の収益率の確率順序J で

あった.これらの研究では，ポートフォリオ選択の土台

となる投資家の効用基準について詳細な検討を加えてい

る.このような研究の中から，新たなポートプオリオ選

択の定式化が出てくることを期待するのは私だけではな
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いであろう.

次は，エー・ピー・エル ソフトウェアの大久保氏ら

による fオプション組み入れポートプオリオにおける収

益率分布評価j である.一般に，オプションなどの派生

証券を含むポートフォリオの収益率分布は，高次のモー

メントの影響で歪んだもとのなることが知られている.

その確率密度関数をきちん求めたことがこの研究の貢献

である.今回，その成果が認められて，大久保女史はみ

ごと学生論文賞を受賞された.このように非常に手間の

かかる計算に要した努力は大変なものであったに違いな

L 、.

第 2 セッションの最初は，慶応大の枇々木氏らによる

発表で， r単純リコース確率計画ALMモデルによる銀行

のリスク管理J である.同氏らによる一連のALM研究

はOR学会ではおなじみのもので，今回はその最新版で

ある.回を追うごとに複雑さを増してゆくこのモデル，

さて，次なるパージョンはどうなるのか，今から楽しみ

である.

次は， MTEC研究所の竹原氏による「日本株収益率

の負の自己相関について」の発表である.この研究は，

現代財務理論の 1 つの柱である『効率的市場仮説』に対

するストレートな反証である点が非常に興味深い.すで

に，一部では常識となりつつある市場の非効率性を，そ

の応用を見すえつつきちんと計測している.次回は，ぜ

ひそのアプリケーションに期待したい.

第 2 セッション最後の発表は，東工大の今野氏による

「平均・分散資本市場における均衡価格」である.この

モデルは，学会の数日前の日本経済新聞 (9/2 朝刊)に

掲載された記事の中で同氏が紹介されているモデルであ

り，まさにタイムリーな発表となった.この発表目当て

にこられた方も多かったようである.この研究により，

現代財務論の主要モデルにおいて20数年来積み残されて

いた均衡解をきちんと求めることができた.これを知っ

た経済学者の反応が楽しみである.

今度は経済学者からの逆襲.大阪大の田畑氏らによる

「最小トラッキング・エラーとインデックス・ファンド」

である.ポートフォリオ選択の 1 つのバリエーションで

あるインデックス・ファンドを組むためのアルゴリズム

を提案した.このように，均衡市場に立場を置く研究者

がオベレーショナノレなアプローチを試みたり，逆に，応

用数理から均衡モデルへアプローチしたりといった相互

乗入れが見られるのは非常に健全なことであり，今後も

続いて欲しいものである.
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研究発表会風景(その 1 ) 

セッション最後の発表は， トッパン・ムーアシステム

ズの山田孝行氏による「倒産分析を株価変動予測に応用

する試みj である.これは，会計データを用いたニュー

ラル・ネットワークを株価予測に応用しようとするもの

である.しかし，その予測精度が低い以上，結果の解釈

に注意を向けるべきであろう.次回には学習結果の意味

づけに期待したい.

以上，駆け足で金融(1)(2X3)の各セッションを紹介した.

これらのセッションには，大学・研究関係者のほかにも，

一般企業の実務家の方々も数多く参加されていたようで

ある.実務家の方にはこれからもどんとーん参加していた

だき，また，どんどん質問をすることで，研究者によい

刺激を与えていただくことを期待している.

待ち行列

待ち行列のセッションは 2 日聞にわたり，一般発表が

6 件，チュートリアルと招待講演が l 件ずつ行なわれた.

初日には，待ち行列のセッションでは 3 件の発表があ

ったが，最初に筑波大学の洪氏が発表を行なった.

浜氏はJ クラスの客のタイプのある優先権付きのフィ

ードパックM/G/I/∞の待ち行列に関してであったが，

システムの状態を Busy Period で考え，任意の初期仕

事量のもとで Busy Period 終了直後に各クラスに滞在

している客数の Generating Function を求めるもの

であった.

次にNTT通信網総合研究所の高橋氏が，パッチ到着

でボーキングを考慮したG/G/I の待ち行列に関して

発表を行なった.この日の待ち行列のセッションの最後

に， 高橋氏と同じく NTT 通信網総合研究所の下川氏
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研究発表会風景(その 2)

が， ATM動画像統計多重におけるフラクタル性につい

て発表を行なった.動画像データを用いたシミュレーシ

ョンにおいてフラクタル性が認められたため，フラクタ

ル性に関するさまざまな問題点を論じた.ただ，フラク

タノレ性に関するデータがもう少し多ければと感じた.

2 El 目は，セッション開始が朝の 9 時半という時間に

もかかわらず，熱心な参加者が見守る中，東京工業大学

の高橋氏と高野氏による ， rPH/PH/c 型待ち行列の公

比行列のR固有値について」という題目で， 2 件続けて

発表があった.初めの発表では，窓口ごとにサービス時

間分布が異なる PH/PH/c 型待ち行列の定常確率を特

徴づける公比行列Rの周有値が満足すべき式を得たこと

を示し，ひきつづき同氏らによって行なわれた発表にお

いては，前発表で得られた結果の一般化に関する議論が

示された.

つづL 、て 3 番目の発表は，やはり東京工業大学の高橋

氏と牧本氏による， r無限バッファをもっ直列型待ち行

列システムにおける分布の裾の指数性J と L 、う題目の発

表があった.これは，到着分布が相型，サービス時間分

布も相型であるような無限パッファ型直列待ち行列で，

状態数が無限になるような場合をいかに解析するかとい

う観点から，分布の裾の指数性を利用して適当なところ

で計算を打ち切ることで，計算時間やメモリの制限を克

服するということが要点であった.

一般のセッションが終了した同会場では，チュートリ

アルとして東京理科大学の宮沢氏による， r微分型率保存

則とその応用J という題目の講演があった.講演時聞が

1 時間ほど用意されており比較的余俗があったこともあ

り，またチュートリアルと L、う性格もあってか，講義内
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容は比較的平易な学部レベルの待ち行列，あるいは確率

過程の話に始まり，氏の提案する微分型率保存則が紹介

された.この手法は，確率過程の時間的な変化において

たどる道である+ンプルパスを方程式によって表現して

その式を解析と結びつける点に特徴があり，この手法と

サーバーのVacationモデルの関係について言及された.

前半に比べ後半はやや内容が高度になったが，全体的に

わかりやすい話がされたことは，発表の性絡を考えれば

好ましいことだと感じられた.ただ，他のチュートリア

ルと時聞が震なっていたためか，聴衆の多くが待ち行列

分野の研究者だったように，思われた.せっかくのチュー

トリアルなのであるから，ぜひとも時間をずらして，他

分野の方々に聞いていただくことで，互いの分野の相互

交流を深められたら，さらに望ましいのではなL 、かとの

印象をもった.

引き続き行なわれた招待講演は，北海道大学の木村氏

が「待ち行列におけるある近似の試みJ とし、う題目で，

G/G/s 型待ち行列の近似に関する発表をされた.一般

分布を相型分布で近似してマルコフ連鎖に対する数値解

を求めるアプローチとは異なり，すでに解析可能なモデ

ルに対する解を基 (base) にしてそれらを組み合せるこ

とで新たな近似解を得るという，氏の近似に対するアプ

ローチが示されるとともに，近似の 3 原則として， 1)必

然性， 2)正確性， 3)美的(簡約)，の 3 点を挙げられて

いた.特に， 3)の「美的(簡約 )j は氏の近似に対する姿

勢を示す端的な言葉のように思われた.また，これら原

則は，単に待ち行列の近似のみならず，オベレーション

ズ・リサーチ全般に関して共通する事柄ではなL、かと感

じられ，その意味でも多くの人々が本講演を聞いた意義

は十分あったのではなし、かと思われた.

非線形骨十周

最初は九州大学の須永氏による rComplex 法の改良

(微分を用いない非線形最適化手法 )j と L 、う発表があっ

た.微分情報を必要としない最適化手法であるComplex

法が制約なしの連続微分可能な関数に対してよい収束性

を示すことが指摘され， うまく働くような工夫として，

制約っき問題はベナルティ関数を利用して制約なし問題

に変換することや，縮退を防ぐため何回か点列を更新す

るたびに再出発操作をすることなどが提案された.

続いて，筑波大学の久野氏による rMaximum-Area 

Rectangle Contained in a Convex Set of Two 

Dimensionsj とし、う発表があった. 2 次元空間上の有
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ペーパーフェア

界凸閉集合に対しそれに含まれる面積最大の長方形を求

める問題である.子問題を解き，それを使って親問題を

パラメトリックに解くとし、う手法が提案された.一般に

子問題が複数の局所最適解をもつので f-最適解を求め

る有限回で終る procedure も提案された.

最後に， 筑波大学の関谷氏らから rA Recursive 

Algorithm for a Class of Convex Min-Max 

Problemsj としみ発表があった. 最近話題の最小ノル

ム点問題や最小包囲球問題を含む問題の class が与え

られ， その class に属する問題に対する有限回で終る

再帰的な解法が提案された.

第 2 セッションの最初は，東京工業大学の信太氏によ

る rEuler's Formula via Potential FunctionsJ と

し、う発表があった.多面体に拡張されたモース理論に

potential 関数を用いると，多面体の face と critical

point との対応が得られることが示され，いわゆる多面

体に関する Euler の式が導けることが報告された.

非線形計画最後の発表は，東京理科大学の平林氏によ

る rA Note on the Stratification of the Karushｭ

Kuhn-Tucker Setj であった. 複数のパラメータをも

っ非線形計画問題の解集合が Whitney正規滑層構造を

もつことが示された.問題の安定性が Whitney正規滑

層構造の自明性によって定義された時，問題が安定とな

るための十分条件が 1 ・jet の横断性で与えられることが

示された.

最適化

最適化のセッション(グラフ・不ットワーク，組合せ

最適化)では，若手の研究者(学生を含む)発表が目立

った.内容については，まだ研究の途中の段階の発表も

オベレーションズ・リサーチ
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椎塚実行委員長挨拶(懇親会)

いくつか見受けられたが，学会の発表会を利用していろ

いろと違った観点からのアパドイスを受ける機会を得る

ことは重要であり，今後も増加することを期待する.

最適化に関するチュートリアルでは東京大学の松井氏

が「組合せ最適化」という題目で講演された.松井氏は

大学院入試の関係で今回は講演と打ち上げ飲み会だけの

参加となったが，講演は，松井氏らしいウイットに富ん

だ内容で，会場を笑いの渦に巻き込んでいた.内容的に

は，具体的な例を中心に初学者にもわかるように組合せ

最適化のやさしい解説が中心であったが，時々専門的な

話を入れて深みを出していた.相変わらず，難しい話題

を噛み砕いて，設にでもわかるようにする技術には感心

した.欲をいえば専門家も楽しめる話題をもう少し入れ

て欲しかったが，チュートリアルの性質を考えればやむ

を得ないところであろうか.

研究発表全体を総括すると，今回は若手(特に学生)

の発表が多く見受けられた.しかし，全体としては学生

の数はまだ少なく，特にORの再挑戦のセッションでは

ほとんど学生の姿は見受けられなかった.学生の数を増

やすことは，学会の将来に対する投資と L、う意味で非常

に重要なことであり，たとえば学生はアブストラクト集

なしなら無料で発表を聞けるようにするとか，先生の引

率つきなら 5 人までは無料にするなどの工夫が必要であ

ると感じられた.余談になるが，最近ORSAから，学

生会員の年会費を据え置くための正会員に対する寄付金

のお願いがきた. ORSAでは初年度の学生会員の年会

費(なんと 5 ドル)を死守し，このことがORSAをあれ

1993 年 2 月号

懇親会風景

だけ発展させた原動力であると認識しており，日本OR

学会も少しは見習うべきであると感じられた.

ペーパーフェア

ペーパーフェア会場は，全部で 6 件の報告がされてい

た.会場全体が同じ場所であったため，よくいえば活気

であふれでおり，悪くいえば多少手狭であったように思

われた.

11. 懇親会

懇親会は，初日( 9 月 9 日)に工学院大学28階会議室

で新宿の夜景を見ながら行なわれた.参加者91名であっ

た.まずは東京大学の伊理先生の非常に短い乾杯から始

まり，ついで特別講演でお話しをされた南先生からお言

葉を賜った.会も盛り上がり，お酒が十分に入ったころ，

松田先生から情絡 (Intelligence) という言葉を翻訳し

たときの裏話を伺った.最後に，次回の開催場所である

京都大学の茨木先生からお話を伺った.料理，夜景，勉

強になるお話しと三拍子揃った懇親会であり，参加者会

員が次の日の朝の発表会に遅刻しそうなくらい気持ちよ

く酔ってしまったように見えた.

111. 見学会

見学会は. 9 月 11 日(金)に行なわれた.午前10時 15

分，東京ガス輔新宿地域冷暖房センターに集合し，午前

中は同センターの見学を行なった.センターは一般には

なかなか公開されないものであり，非常に興味深いもの

(53) 101 
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伊理会長挨拶(懇親会)

であった.この新宿新都心地区の最終冷凍規模は 59000

RTであり，ニューヨ-(7世界貿易センタ一地区をはる

かに越える世界最大規模のシステムである.はじめにセ

ンター副所長より歓迎の挨拶をいただし、た.つづいてセ

ンターの全般的な紹介がピデオおよび副所長の説明によ

って行なわれた.

東京カeスでは，昭和46年 4 月より新宿新都心地域で冷

水および蒸気の熱媒供給を開始し，安定的にこれを継続

してきた.そして，平成 3 年 1 月の都庁の移転による熱

需要の増大に対応して，この地域冷暖房センターを増移

設したものである.システムの概要としては，緩房・給

湯用には蒸気 (1 kg/cm2G) を供給し，冷房用として

は冷水 (4 'C)を供給している.これらは，使用された

後，再びプラントへ返送される.地域配管の総延長は約

8000m であり，供給区域面積は 33.2ha である.新宿の

見学会風景(その 1 ) 
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ような且ネルギーを大量に消費する大都市では，地域冷

暖房システムの導入は，エネルギー消費の効率を向上さ

せることからも，たいへん重要な課題である.したがっ

て，システムの導入にこれほどふさわしい地域もないで

あろうと思われる.

さて見学では，ガスタービンコージェネレーションに

は脱硝装置，また水管式ボイラーには，低NOxバーナー

および排ガス再循環システムが導入されていることが説

明され，大気環境保全にも十分に配慮、がなされているこ

とがうかがわれた. 10000RT 復水タービン・ターボ冷

凍機の見学においては，従来に比べての効率向上だけで

なく，省スベースも実現していることが説明された.見

学後は，見学者から数多くの質問が出され，活発な質疑

応答が行なわれた.つづいてワシントンホテルまで徒歩

で移動し昼食をとった後，午後からは都庁を見学した.

最初に，都庁におけるごみ処理施設および，資源(水・

エネルギ一等)の再利用の状況を見学し，最後に情報処

理システムの一端を見せていただし、た.この見学では，

都庁における資源のリサイクルの重要性がよく理解でき

た.ただ，難をいわせていただければ，もともと一般の

見学コースなどとは異なるために，都庁側の対応にやや

不慣れな点が見られたことが残念である.見学会は， 15 

時30分に盛況のうちに日程を終了し，参加者にとってた

いへん有意義なものとなった.

(記録東京理科大学平林，東京工業大学中里，早

稲田大学久保，今泉，電力中央研究所椎名)

見学会風景(その 2) 
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